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Dタイプは脳室ドレナージ等でバーホールにドレーン留置を行う際
使用するバーホール・キャップです。＊外径4mmまたは5mmまでの
ドレーンが留置でき、抜去も容易です。孔の形状をU字形としたこと
により、ドレーン設置後にバーホール・キャップを装着でき、ドレー
ンの屈曲も少なく、また術後感染防止のため、ドレーンの皮下トン
ネルを長く確保することができます。（＊下表D3を参照ください）

頭蓋骨穿頭術や前頭開頭術などの際に開けられたバーホールに、術後
皮膚の陥没するのを防止するために用いるアルミナ製のキャップです。
キャップ自身の陥没を防ぐため、つばがつけられており、特に固定す
る必要はありません。中央には脳室穿刺用の孔が設けられており、最
高30°の角度まで、どの方向からも穿刺針を刺入することができます。



SKULPIOは、患者さんのCT画像データを基に製作されるカスタム
メイドの人工骨プレートです。プラスチックの中でも高い衝撃強
度を有し、生体親和性に優れた超高分子量ポリエチレン材料を採
用することで、製品の強度と安全性を確保しました。更にCT画像
データから3次元立体モデルを構築することで、頭蓋欠損部におけ
る良好な適合性を実現しました。その形態は、担当医師と弊社設計
担当者との打合せに基づき決定され、様々な症例において評価を
いただいております。
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経蝶形骨洞下垂体手術の際のトルコ鞍底部の骨窓補塡をするために用
いるアルミナ製のプレートです。手術時に、ペアン鉗子等を用い、欠
損部に適合するよう、プレートの細溝に沿って切断､成形して使用します。
中央に２つの小孔が開けられており、これを利用し、バヨネット摂子
等ではさみ、トルコ鞍底の下垂体被膜と欠損骨縁との間に挿入します。

経蝶形骨洞下垂体手術の際のトルコ鞍底部の骨窓形成をするために用
いるアルミナ製のプレートです。設置後の安定性を高めるため、トル
コ鞍底部の解剖学的形態に適合するようデザインされています。
欠損部の大きさに応じ２種類のサイズから選択できます。
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